


















２）“Fellow of the Royal Geographical and Royal Historical Societies; Author of ‘The Poets Laureate of 









（Walter Hamilton, 1844-99）の『英国における唯美主義運動』（The Aesthetic Movement in England, 



























を尽くすこと」（“Making the Best of It”）と
題してモリスの最初の講演集『芸術の希望と













82年８月」（W. C. Wade from the author, Aug. ’82）という書き
込みが見える（川端康雄研究室蔵）。
３）“‘Have you not heard how it has gone with many a cause before now? First, few men heed it; 
next, most men contemn it; lastly, all men accept it—and the cause is won.’ / William Morris”
21
ウォルター・ハミルトン『英国の唯美主義運動』（1882 年）試訳と注解（１）
４）ダンテ・ゲイブリエル・ロセッティ（Dante Gabriel Rossetti, 1828-82）。英国の画家、詩人。ラファ
エル前派の創立メンバーであり、本書では絵画と詩の両面で唯美主義運動の先駆者の一人として詳
述される。ウィリアム・マイケル・ロセッティ（William Michael Rossetti, 1829-1919）はその弟。
兄とともにラファエル前派運動に関わり、その運動および兄および妹の詩人クリスティーナ･ロセッ
ティ（Christina Rossetti, 1830-94）の仕事について克明な記録を残した。Thirlwellを参照。
５）T. ホール･ケイン（Thomas Hall [Henry] Caine, 1853-1931）は英国の小説家。代表作として『犯罪
の影』（The Shadow of a Crime, 1885）がある。D. G. ロセッティの晩年に助手をつとめた。その経
験をふまえて『ダンテ・ゲイブリエル･ロセッティの回想』（Recollections of Dante Gabriel Rossetti, 




西部を探検。1875年に詩集『ジョナス･フィッシャー――茶色と白の詩』（Jonas Fisher, a poem in 
brown and white, London: Trübner）を刊行。
８）Oscar Wilde（1854-1900）はアイルランド、ダブリン生まれで英国の世紀末文学を代表する小説家・
劇作家・詩人・批評家。代表作は『ドリアン・グレイの肖像』（The Picture of Dorian Gray, 1890）。
本書でハミルトンは英国における唯美主義運動の代表的人物としてワイルドに多くの紙数を費やし
ている。本書刊行時の1882年には招かれてアメリカおよびカナダの諸都市を講演のため巡回してい





















































































９）『ペイシャンス、あるいはバンソーンの花嫁』（Patience; or, Bunthorne’s Bride）は劇作家W. S. ギル
バート（William Schwenck Gilbert, 1836-1911）と作曲家アーサー・サリヴァン（Arthur Sullivan, 
1842-1900）の合作によるコミック･オペラ。1881年４月23日にロンドンのオペラ・コミーク劇場で
開演してヒットし、同年10月10日からはサヴォイ劇場に会場を移し、578回のロングランとなった。




ヴァリ』（Punch, or the London Charivari）を指している。劇作家、ジャーナリストのヘンリー･メ
イヒュー（Henry Meyhew, 1812-87）と木口木版彫板師のエベネザー・ランデルズ（Ebenezer 
Landells, 1808-60）によって1841年に創刊。本書が書かれた当時はフランシス・バーナンド（上記『大
佐』の作者）が編集長をつとめていた（1880-1906年まで在職）。1992年廃刊。参考図２を参照。
11）「モードル族、ポッスルウェイト族とその一派」（the Maudles, Postlewaites, and Company）とは、

















































意気消沈する》『パンチ』1881 年 5 月 21 日号
広く流布する当代の雑誌を読み、自分たちがパンチ氏の鮮明な想像力のなかに存在するのみである
ことを知り意気消沈する。それまで彼らはついに天下に英名を馳せたと思い上がっていたのだった」
（“Collapse of Postlethwaite, Maudle, and Mrs Cimabue Brown, on reading in a widely circulated 
contemporary journal that they only exist in Mr Punch’s vivid imagination. They had fondly 




13）アレクサンダー・ゴットリーブ・バウムガルテン（Alexander Gottlieb Baumgarten, 1714-62）はド
イツの哲学者。Aesthetica（美学）という語の命名者であり、またこの学問の創始者。以下を参照。
バウムガルテン『美学』（松尾大訳、講談社学術文庫、2016年）。
14）詩人で文芸評論家のマシュー・アーノルド（Matthew Arnold, 1822-88）は、『教養と無秩序』（Culture 
and Anarchy, 1869）のなかでドイツ語のPhilisterという言葉を用いて中流階級の「俗物性」を批判した。




















































族』（The Serious Family, 1849）を種本としているが、『真面目な家族』自体もフランスの劇作家ジャ









19）1848年９月にラファエル前派兄弟団を結成した当時、ホルマン・ハント（William Holman Hunt, 
1827-1910）は21歳、ジョン・エヴァレット・ミレイ（John Everett Millais, 1829-96）は19歳、ダンテ・
ゲイブリエル・ロセッティ（Dante Gabriel Rossetti, 1828-82）は20歳、トマス・ウルナー（Thomas 
Woolner, 1825-92）は23歳だった。ロイヤル・アカデミ （ーthe Royal Academy of Arts）は、画家のジョ
シュア・レノルズ（Joshua Reynolds, 1723-92）らの尽力によって、1768年に英国の芸術の育成及び










































ることを誓う》（Rienzi Vowing to Obtain Justice for the Death of His Young Brother, Slain in a 
Skirmish between the Colonna and the Orsini Factions）、J. E. ミレイ《イザベラ》（Isabella）、ジェイ
ムズ・コリンソン《イタリア彫像制作者たち、路傍のエールハウスにて》（Italian Image-Makers at a 
Roadside Alehouse）。いずれの絵にも「P. R. B.」の頭文字が記された。またダンテ・ゲイブリエル・
ロセッティは同年に開催の自由展覧会（Free Exhibition）に《聖母マリアの少女時代》（The Girlhood 
of Mary Virgin）を出品、これにも「P. R. B」と記された。以下を参照。Prettejohn, ed. The 
Cambridge Companion, p. xx.




24）「死の床への一歩」（One step to the Deathbed）は英国のロマン派詩人パーシー・ビッシュ・シェリー
（Percy Bysshe Shelley, 1792-1822）の詩「ジュネーヴ」（Ginevra, 1821）のなかの「白き死の床へ














　　　　 　341O. W. H. デヴェレル23）。ロセッティ記、「ジェイムズ二世――英国からの逃避行の際に漁師の略奪
を受ける」（James II, robbed by Fishermen, while escaping from England）。インディアン・インク。
いかにもこの前途有望な若き芸術家らしいユーモアに富んだデザイン。表装。
　　　　 　341P. W. ホルマン・ハント銘、「ウィリアム・ホルマン・ハント、P. R. B. 1848年。ホルマン・ハント
からP. R.兄弟のダンテ・ゲイブリエル・ロセッティへ」。さらにロセッティ記、「死の床への一歩（シェ
リー）、ホルマン・ハント作」24）
　　　　 　341R. J. E. ミレイ、R. A.「恋人同士。バラの木のとげに絡まった女性のドレス」（キーツのイザベラを意識
28
25）ジョン・キーツ（John Keats, 1795-1821）がイタリアの作家ボッカッチョ（Giovanni Boccaccio, 
1313-75）の『デカメロン』（Decameron, 1348-53）をもとに書いた詩『イザベラ、あるいはバジルの鉢』
（Isabella, or the Pot of Basil, 1818）のなかの悲劇の女性イザベラを指す。
26）D. G. ロセッティは妻エリザベス・シダル（Elizabeth Eleanor Siddal, 1829-62）の死後、1862年にロ
ンドン、チェイニー・ウォーク16番地の「テューダー・ハウス」（Tudor House）に転居した。詩人
のスウィンバーン（Algernon Charles Swinburne, 1837-1909）も一時同居していた。
27）『イラストレイティッド・ロンドン･ニューズ』（The Illustrated London News）第16巻424号（1850
年５月４日）の記事。ピーター・カニンガム（Peter Cunningham）とアーガス・B・リーチ（Argus 





ヒ エ ロ グ リ フ
密文字は「P. R. B.」で
あり、これは「ラファエル前派」のイニシャルなのである」（“Has any casual reader of art-
criticisms ever been puzzled by the occurrence of three mysterious letters as denoting a new-
fashioned school or style in painting lately come into vogue[?] The hieroglyphics in question are ‘P. 
R. B. ,’ and they are the initials of the words ‘Pre-Raphaelite Brotherhood’”）。 
28）ラファエル前派を擁護する『タイムズ』への投書は 1851年５月13日付。これにラスキンは大幅に加
筆して1851年８月にパンフレット『ラファエル前派主義』（Pre-Raphaelitism, 1851）として出版した。

























29）Ruskin, Collected Works, vol. 3, pp. 623-24. ラスキンの主著である『近代画家論』（Modern Painters）
は全５巻、1843-60年に刊行された。引用部分は、画家が描くべき理想的な場所を論じるくだりに附
された注記であった。









































32）「トラクト運動の邪論」（the Tractarian heresies）とはオクスフォード運動（the Oxford Movement）
の教義を指す。これは1833-45年にオクスフォード大学を中心に起こったイングランド国教会の刷新
運動で、高教会派の原則である教会主義や祭礼主義を回復しようとしたもの。運動の一環として発









ン・ヘンリー・ランドシア（Edwin Henry Landseer, 1802-73）は動物画家、版画家。主要作品に《老
羊飼いの喪主》（Old Shepherd’s Chief Mourner, 1837）がある。ロンドン、トラファルガー広場にあ




アカデミー展」（“Exhibition of the Royal Academy”）に言及している。ここでの《大工の家のキリ





















































































（A Huguenot, on St Bartholomew’s Day, Refusing to Shield Himself from Danger by Wearing the 












































以下のとおり。Algernon Charles Swinburne, William Blake: A Critical Essay. London: John 
Camden, 1868. 





































48）サー・クーツ・リンジ （ーSir Coutts Lindsay, 1824-1913）は第二代准男爵、アマチュアの水彩画家で、
1877年にロンドン、ニュー･ボンド･ストリートにグローヴナー・ギャラリーを設立した。この報告
は以下の文献に収録されている。Transactions of the National Association for the Promotion of 


































































（See Rossetti, p. 153）。
51）1850年１月１日に第１号、１月31日に第２号、３月31日に第３号、４月30日に第４号が、ロンドン
のパターノスター・ロウ （Paternoster Row） のエイロット・アンド・ジョーンズ出版社（Aylott & 

























































53）“When whoso merely hath a little thought / Will plainly think the thought which is in him, — / 
Not imagining another’s, bright or dim, / Not mangling with new words what others taught; / 
When whoso speaks, from having either sought / Or only found—will speak, not just to skim / A 
shallow surface with words made and trim, / But in that very speech the matter brought: / Be 
not too keen to cry—‘So this is all! — / A thing I might myself have thought as well, / But would 
not say it, for it was not worth!’ / Ask: ‘Is this truth?’ For is it still to tell / That, be the theme a 
































































55）ブラウン作「歴史的絵画の技巧について」（“On the Mechanism of Historical Picture”）、ウルナー作

















56）Maitland, p. 340; Buchanan, p. 39. スコットランド出身の詩人リチャード・ブキャナン（Richard 
Buchanan, 1841-1901）はトマス・メイトランド（Thomas Maitland）という偽名で1871年10月の『コ
ンテンポラリー・レヴュー』（The Contemporary Review）誌にロセッティの詩集（Poems, 1870）の
長文の書評を寄稿し、D. G. ロセッティを「われわれにとくに語るものも教えるものも持ち合わせて
いない肉欲的人物」（“a fleshly person, with nothing particular to tell us or teach us,” p. 339）と痛
罵した（Maitland, p. 339）。ここで筆者が挙げている箇所は、そのなかの「祝福されし乙女」に言及
した部分である。この書評は「詩の肉体派――D. G. ロセッティ氏」（“The Fleshly School of Poetry: 
Mr. D. G. Rossetti”）と題されていた。さらにブキャナンは翌年にこれを大幅に加筆したうえで今度
は実名でパンフレットとして『詩の肉体派と今日の他の現象』（The Fleshly School of Poetry and 
the Other Phenomena of the Day）と題して刊行、ロセッティおよびその周辺の詩人たちをさらに
強烈に攻撃した。なおロセッティは『コンテンポラリー･レヴュー』に批評が出た直後の1871年12月





57）「カリヨン」（“The Carillon”）と「絶壁から」（“From the Cliffs”）は第３号に掲載された。「６篇のソネッ
ト」とは、第４号に掲載された「絵画のためのソネット」の全６篇を指す。
58）コヴェントリー・パトモア（Coventry Patmore, 1823-96）は英国の詩人でD. G. ロセッティと親交が
あり、『ジャーム』の第３号に無署名で『マクベス』論を寄稿した。「家庭の天使」という言葉の生
みの親として知られる。ヴィクトリア朝の理想的な良妻賢母像を表す際に用いられるこの表現は、
パトモアの詩集『家庭の天使』（The Angel in the House, 1854）に由来する。
59）筆者のジョン・オーチャード（John Orchard, ?-1850）は、ラファエル前派に深く共鳴した画家の一












それらには、D. G. ロセッティ、クリスティーナ・G. ロセッティ［＊原注４］、トマス・ウルナー、ジェ
イムズ・コリンソン、エレン・アレン、ジョン・スアード、コールダー・キャンベル、ウォルター・
H. デヴェレル、ローラ・サヴィジ、W. B. スコットの署名がある。エレン・アレンというのはじ









60）マリア・フランチェスカ・ロセッティ（Maria Francesca Rossetti, 1827-76）の『ダンテの影――彼
自身、彼の世界、そして彼の巡礼の研究にむけての試論』（A Shadow of Dante: Being an Essay 
towards Studying Himself, His world, and His Pilgrimage）の初版は1871年に出版され、英米で
好評を博した。
61）ロマン派の詩人ウィリアム・ワーズワス（William Wordsworth, 1770-1850）はサミュエル・コールリッ
ジ（Samuel Taylor Coleridge, 1772-1834）との共著『抒情民謡集』（Lyrical Ballads, 1798）において、
民衆の口語を表現することを宣言した。米国の詩人ヘンリー・ロングフェロー（Henry Wadsworth 
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